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令和４年 新年のご挨拶

皆さん、あけましておめでとうございます。令和４年の
年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

東北技術事務所は、昨年１０月に誕生から半世紀、５０
周年を迎えました。ですから今年は、新たな半世紀という
次のステージへと躍り出るスタートの年です！！

新型コロナウイルスを警戒しながら迎える新年も３度目
となり、人間の側の優勢が見えたかに思われたのも束の間、
敵は、またしても新たな一手を繰り出して来ました。「敵ながら天晴れ」とも思え
るスピードでの「変容」「態勢構築」の術には、驚きや恐怖の向こう側にその能力
に対し「羨望」すら感じます。
まずは、新年の始まりに際して、皆さんには「敵を侮ること無く、抜かり無く」

をしっかりと心に置いてスタートを切って頂ければと思います。

昨年も、東北地方では福島県沖地震（２月１３日）や青森周辺を中心とした集中
豪雨（８月９日）など大きな被害を伴う災害が発生しました。当事務所もその対応
に当たり、衛星通信車、照明車や応急組み立て橋の派遣など、地域支援の役割を
しっかり果たすことが出来、皆さんには改めて感謝申し上げます。
東北技術事務所は、直接事業を行う事務所と異なり、自治体等を含め東北管内全

体を対象として、支援という形で役割を担っている事務所です。今年も「求められ、
応えられる」事務所として、全員が力をあわせて進んでいきたいと思いますので、
よろしくお願いします。

ところで、今年の干支「壬寅（みずのえ・とら）」は「陽気を孕み、春の胎動を
助く」、冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく生まれる年になると
いうことを暗示している干支だそうです。
冒頭の新型コロナウイルスとの戦いや、インフラに関わる業界全体が抱える厳し

い課題に対し「インフラＤＸ」を武器に業界の新たな輝きを求めて、働き方の改革
を進めるため、当事務所が担う人材育成など、厳しい時を超えて「次の新たなス
テージへ向け、力に溢れ、華々しく生まれる年」を一丸で目指しましょう。

最後になりますが、仕事に全力で向き合うためには、まず、皆さんとご家族の健
康で円満な生活が絶対に欠かせない基盤ですので、これらを第一に公私ともに充実
した一年となることを願って、年頭のあいさつとさせていただきます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

東北技術事務所 所長 折笠 徹

2



東北技術事務所として５０年が経ちました！

昨年10月、「東北技術事務所」と改称してから50年目を迎えました。
当事務所は現在、社会資本整備を支える『技術』、『人材育成』、『災害対策』に関する支援

を行うことを基本方針として「構造物の適切な維持管理・保全」、「工事の品質と担い手の確保
」、「防災・減災に資する技術」、「技術力の向上」を中心に取り組んでいます。

ところで、東北技術事務所の歴史は長く、その前身の一つとなった内務省仙台土木出張所塩釜
修築事務所の付属機械工場の設置（大正6年（1917年）8月）から数えると100年を超える歴史があ
ります。（図参照）

終戦後の昭和24年（1949年）12月に、建設
省仙台機械整備事務所が、現在の事務所の所
在地に設置され、戦後直後の荒廃した国土を
復興するため、東北管内各地において建設機
械による派遣施工と使用された建設機械の整
備、建設機械類の開発と鋼構造物の製作、産
業開発青年隊の教育などを行っていました。
モータープール派遣時代です。

その後、技術開発時代の幕開けと時を同じ
くして、昭和39年（1964年）7月に、建設省
仙台機械整備事務所と塩釜工作事務所が合併
し、仙台機械事務所が設置されました。

直営から請負へと施工形態が移行する転換
期において、これまでの直営による派遣施工
により土木施工の機械化を推進する役割の事
務所から、建設事業の円滑な推進に資する総
合技術センターとしての役割を果たす事務所
へと推移していきました。

そして、昭和46年（1971年）10月に仙台機
械事務所を改称して、建設省「東北技術事務
所」が誕生し、現在に至っています。

以上、当事務所の歴史を簡単にご紹介しま
したが、50年目の節目を迎えた「東北技術事
務所」は、今後とも社会資本整備を取り巻く
社会の情勢や技術の動向、
そして現場のニーズを的確
に把握しながら、技術開発
に取り組んでまいります。
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「こども現場見学会」に災害対策用機械を展示
～多賀城市立天真小学校５年生77名が参加～

多賀城市建設災害防止協議会主催の「こ

ども現場見学会」が令和３年１０月１４日

に開催され、緊急避難路・物流路として同

月２６日に開通となる市道笠神八幡線が、

近隣の天真小学校５年生の児童７７名に一

足はやくお披露目されました。

この見学会では、未来を担う子供たち

を対象に東日本大震災復興事業における施

設整備の意義・役割を伝承すること、また

工事の担い手不足が懸案となっている状況

下において、ものづくりの大切さに興味を

持ってもらうため、多賀城市建設災害防止

協議会が開催したものです。

東北技術事務所では、防災意識向上のため対策本部車・待機支援車・照明車を展示し、子供

たちから大きな注目を集めました。

建設災害防止協議会の機械乗車体験 待機支援車の見学

対策本部車内での説明 照明車の見学

新しい道路で記念撮影

大きな機械が
いっぱい!!

乗ってみたい!!
何をする

機械かなぁ？

見たことのある
機械はあるかな？ うぁ～

どれくらい高さが
あるのかなぁ？
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i-Constrcution新技術体験学習会
令和3年11月に福島河川国道事務所と東北技術事務所
において「i-Construction新技術体験学習会」を開催しまし
た。福島大学と東北大学の学生が「BIM/CIMモデル作成
操作実習」、「ＭＲデバイスによる鉄筋MR(複合現実)モデ
ル体験」、「3次元点群データ作成」を体験しました。

ＢＩＭ/ＣＩＭモデリング作成

福島大学 東北大学

11/15 受講者数 12名 11/29 受講者数 13名

ＭＲモデル体験

MRﾃﾞﾊﾞｲｽから
見える映像

3次元点群データ処理演習

皆さんのデジカメ
でもできます

3次元点群データ作成

鉄筋が見えたー！

自分は建設業に携わることを志望して
いる。そのため、物凄く興味がわいた。は
やく、（建設業に携わって）現場でどのよう
に活用しているかを知りたい。

体験学習会以前の建設業は、木や土、コンク
リートを扱う体にとって重労働のイメージがあった
が、今日の体験学習会を通して180度変わった。
今や建設業界はICTやDX化が発達しており、人か
ら機械へと移り変わりが生じているイメージを抱い
た。何年後には人のいない建設現場を見ることに
なるのかもしれないと感じた。

印象に残っているのは、ソフト一つで堤防を
作ることができたこと。先生が驚いていたことに
も驚いた。あとで何故、驚いていたかを聞いた
ところ、これが整備されれば災害復旧の設計も
手間がかかることもなく申請できることや、現場
の被災状況をどれぐらい迅速に捉えることがで
きるかとも言っていたのが印象的だった。

参加した学生の感想

私は来年からDX化の促進された自治体に就職し、土
木の仕事に携わることとなる。この経験をしてよかった
と思ったと同時に、ちょっと焦りを感じた。どこに行けば、
こういった関係の知識を得ることができるか知りたい。
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